
各　位
イオン株式会社

イオン㈱１０月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　１０月度の連結営業収益は、５，５３４億円、前期比１００．５％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2015年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 96.3 94.8 99.1 97.6
イオン北海道㈱ 98.3 97.4 100.6 99.6
イオン九州㈱　　 99.4 96.4 98.5 95.9
㈱ダイエー 96.0 97.0 94.6 96.6
マックスバリュ北海道㈱ 103.9 104.6 108.3 105.2
マックスバリュ東北㈱　　 96.0 94.9 100.7 98.0
マックスバリュ東海㈱　 102.4 97.1 102.5 99.8
マックスバリュ中部㈱ 108.4 98.1 107.0 98.6

102.5 98.3 102.4 98.2
マックスバリュ九州㈱　　 103.2 99.0 102.1 98.8
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 94.5 97.5 94.8 96.2
㈱ＣＦＳコーポレーション 102.8 104.0 102.8 103.8
㈱コックス　　 97.6 98.4 100.8 102.7
㈱ジーフット　　 98.4 89.8 105.4 97.8
㈱イオンファンタジー　　 87.0 85.7 92.5 91.2

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

109.6          98.5            10/1～10/31 108.5          102.1          4/1～10/31

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～10/31）
開店 閉店 開店 閉店 10月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 3 0 12 8 612
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 9(4) 2(0) 61(20) 37(4) 1992(654)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約４，５４０万枚　月間利用金額： 約１，５３０億円
利用可能箇所： 約１９９,０００箇所
地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計８８種類（のべ３９道府県、３１市町、２０団体)
※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

2014年11月21日

取締役兼代表執行役社長 　岡田 　元也
　　（コード番号８２６７        東証第一部）

問合せ先 秘書室責任者 　髙橋 　丈晴

 イオンフィナンシャルサービス㈱

10月度（10/1～10/31）

（電話番号　043-212-6042）

　１０月２２日、当社は持分法適用関連会社であるウエルシアホールディングス株式会社を連結子会社とすることを目的とし、普通株式
の公開買付けを実施することを決定しました。今後、ウエルシアＨＤは当社の連結子会社であるタキヤ株式会社及びシミズ薬品株式会
社に対して２０１５年３月１日に、株式会社ＣＦＳコーポレーションに対して同９月１日に株式交換を実施し、それぞれ完全子会社とする
予定です。本経営統合により、ウエルシアＨＤは売上高約５，６００億円、店舗数約１，４００店舗の日本一の売上規模となるドラッグ企
業として、イオングループのウエルネス・ヘルスケア分野において中心的な役割を担ってまいります。

　１０月３１日、当社グループのスーパーマーケット３社（株式会社マルエツ、株式会社カスミ、マックスバリュ関東株式会社）は、共同株
式移転方式により、共同持株会社「ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス株式会社（以下、Ｕ.Ｓ.Ｍ.Ｈ）」を設立（２０１５年３
月２日上場予定）することを決定しました。これに伴い、当社と丸紅株式会社は、Ｕ.Ｓ.Ｍ.Ｈの株式を保有する合弁会社イオンマーケット
インベストメント株式会社を設立するとともに、Ｕ.Ｓ.Ｍ.Ｈの議決権の過半数を取得することを目的にマルエツへの普通株式の公開買付
けを実施します。Ｕ.Ｓ.Ｍ.Ｈは、３社が力を合わせて成長するとともに、志を同じくする首都圏のＳＭ企業の参画を歓迎し、２０２０年にお
いて売上高１兆円、１，０００店舗体制を構築することで首都圏ナンバーワンのＳＭ企業となることを目指してまいります。

　１０月１日、イオンは免税制度（輸出物品販売場制度）改正を受け、免税取扱い対象店舗を９７店舗で開始し、全国の総合スーパー
「イオン」３００店舗超へ順次拡大してまいります。総合スーパーならではの豊富な品揃えやワンストップ・ショッピングの便利さをご提供
するとともに、割引クーポン券の発行や施設案内表示の多言語化など、外国人旅行客向け各種サービスの拡充を図ります。

　１０月１５日、月に一度の催事として、地域の新鮮な産品を地域のお客さまにご提供する地産地消・地産域消の取り組み「じものの
日」をグループの総合スーパーやスーパーマーケットなど約２，０００店舗で開始しました。地域産品の購入を通じて地域に少しでも貢
献したいというお客さまのニーズにお応えし、地域の生産者と手を携え、「おいしく」「鮮度が良く」「安全・安心」な地域産品の品揃えを拡
充してまいります。

　１０月度は、行楽関連や秋の味覚等、秋冬の季節関連商品の拡販に取り組むとともに、プロ野球の優勝セールやイオンカード会員対
象の販促企画等により集客強化を図りました。週末に２週連続で台風に見舞われたことにより、小売事業やディベロッパー事業では売
上に影響を受けましたが、早期予約受注を強化したお歳暮や、人気アニメキャラクター関連商品等は好調に推移しました。また、ドラッ
グ・ファーマシー事業においては、引き続き食品や調剤が大きく売上を伸ばしたほか、総合金融事業では、新店での新規会員募集強化
に加え、グループの小売事業と連携した販促企画等が奏功し、カードショッピング取扱高が伸長しました。

10月度（10/1～10/31） 当期累計（3/1～10/31）

マックスバリュ西日本㈱


